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経産牛の 1頭当たり生産量が追及される余りに，その素牛であるはずの育成牛に対する関心がやや希薄

化している今日であるO 育成牛飼養には経済的かつ省力的管理が要求され，この観点から放牧育成はこれ

を充分に満たすものであるO しかし飼養頭数規模の拡大が進む現在では，採草地よりも利用効率の劣る放

牧利用は敬遠されてきているO そこで本研究では，乳用牛の育成に際して放牧地の有効利用を図ることを

目的として，放牧育成とドライロット育成における育成効果を採食量・増体量及び第一胃内容液性状の点

から比較検討したO

実験方法

供試動物 J9 ~16カ月齢ホノレスタイン種育成牛21頭(体重 229 ~ 441 kg )を月齢と体重を考慮して 3群

に等分したO 試験区〕オーチヤードグラス主体草地に昼夜放牧させた放牧群(G群)，さらにドライロ

ット群として小型梱包乾草と大型梱包乾草を各々自由採食させたコンパクトベーノレ群(C群)とローjレベ

ーjレ群(R群)の 3試験区とした。 G群は 1週間の馴致放牧後に試験に供し， 9牧区(1牧区約14a)間

で 2~4 日間の輪換放牧としたO ドライロット群は休息舎を設けたアスファノレト舗装の運動場で飼養したo

C群には朝9時と夕方 5時に乾草を給与し， R群には 4~6 日に 1 梱包(約 360 kg )を給与したo C • R 

群に給与する乾草は，オーチヤードグラス主体混播圃場でウインドローをコンパクトベーラとロールベー

ラを交互に走らせ調製したO 試験期間 J1987年 5月 18日から 10月 15日までの 150日間飼養したO

調査項目〕生・乾草の成分として乾物・ CP・ADF含量を分析し， ADF含量から阿部ら 1)とAdams

らりの回帰式より TDN含量を推定したo G群の採食量は放牧の前後差法により算出したO 体重は15日毎

に測定した。第一胃内容液は 8・10月の各 2日間経口カテーテノレにより G.C群の各 3頭から採取したO

採取に際しては，放牧牛の採食が日の出前後に始まる3)ことを考慮して日の出o.5 ~ 1. 5時間前を基準に

して日中 3時間毎に実施し， pH. NH3-N濃度を測定した。
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図 1 生・乾草の採食部における成分含量の推移

した。草丈が高くなると乾物中の CP含量と乾物消化率が低下し，また生育草の上部へ行くほど乾物中の

CP含量と乾物消化率が高くなると報告4)されている。本年の天候が不順であったため放牧草の草丈が低

く，さらに牛が草の上部を選択採食したことにより高い成分含量になったものと考えられる。また生草の

7月のADF含量は期間中最高の37.0%を示し， リクーニン蓄積の増大が考えられた。

両乾草の CP・TDN含量は 5・6月が高く 7月以降に低下し，逆にADF含量は 5・6月が低くなっ

た。これは 7月に前月までの給与乾草であった昨年産 2番草から本年産 1番草へ切り換えたことに起因し

ている。

1日1頭当たりの乾物採食量は 3群共に試験進行に伴い徐々に増加し，試験開始時に 7.1--7. 2 kgであ

ったものが終了時には 7.7......， 8. 1 kgに増えた(図 2) 0 G群の 7--9月の採食量はC.R群より高く推移

する一方， 7月には 9.2kgまで上昇し翌月には 8.4kgに低下している。しかし生草採食量でみると， 7月

は39kgであったのに対し 8月はさらに 5kg増えている。このことは 8月の水分含量の高い放牧草が乾物採

食量を抑制したと考えられる。 C.R群では給

与乾草の切り換えに伴い残食量は増加した。

体重の推移をみると(図 3)， G群では供試

前の舎飼から放牧への環境変化により体重の減

少が一時みられたが， 75日目以降は C.R群よ

り高く推移した。 R群では45日目から1.5カ月

聞に 1kgしか増体していないが，その後は増体

量が大きく代償性発育がみられた。 C群の75日

目以後の増体は緩慢であった。供試牛の発育を

ホノレ協発育標準5)と比較してみると， 3群いず

れも下限値より常に10--20%高めに推移してい
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図2 1日当たり乾物採食量の推移
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た。期間通算の日増体量は G群が0.63kg

であったのに対し， C. R群は低く 0.36

kgであった。日増体量と採食草の養分含

量を考慮した日本飼養標準(1987)6)に

対する期間中の TDN充足率は， G群が

114--133%の範囲であったが， C. R 

群は各93--109 %・ 87--1169らであった。

また本試験での放牧に際して舎飼時の30

%増の維持エネノレギーを必要と仮定し試

算すると7)，G群の TDN充足率は期間

通算104%であった。

さらに前報8)の放牧育成試験結果と比

較すると， G群の期間通算の体重100kg

当たり TDN摂取量は前報より 0.12kg/

日/頭多かったが日増体量は0.12kg低か

った。この原因としては，前報では採食

量調査を全期間を通して移牧のたびに実

施したが，本実験では毎月 10日程の聞の

移牧時にしか実施しなかったことによる

採食量推定の際の問題，また両試験期間

中の気温・雨量・刺股性昆虫等の影響の

違いが考えられるが明確なところは不明

であり，今後の検討が必要とされる。

第一胃内容液 pHの各個体の日内変動

を図 4に示した。 pH値の季節による傾

向は G ・C群共に明確ではなく， C群の

pHは8月平均6.98，10月間6.90となっ

た。一方G群はC群よりも値が高く，個

体差も大きかった。この原因としては G

群の採取液には唾液混入が多かったこと

とNH3-N濃度の高かったことが影響し

ているようであった。

第一胃内容液 NH3-N濃度(図 5)で

は， G群の個体差は pH程ではないがC
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図4 第一胃内容液 pHの個体毎の日内変動
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図5 第一胃内容液 NH3-N濃度の個体毎の日内変動

群よりも大きく，混入唾液や放牧草の選択採食の影響が考えられた。しかし G群の 8月では日の出と共に

開始された採食による濃度の上昇傾向がみられた。 G群の10月の平均濃度は25.9mg/dtとなり 8月に比較

し平均 6.2mg/dt高くなった。これは主に CP摂取量の差によるものと考えられ， 10月の G群における 1
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日当たり CP摂取量は 8月より 70fJ/体重100kg多かった。 c群では 9時の乾草給与に伴う NH3-N濃度

の上昇傾向は両月で明確にみられ， 8月平均 6.7mg/df・10月間 8.9mg/dfであった。

本実験の放牧育成における日増体量0.63kgは， ドライロット育成よりも大きかったものの決して高い水

準のものではなかった。しかしながら放牧育成には，経費・労力面での有利性，さらに後継牛の強健な体

の基礎作り効果も有している。今後は補助飼料給与も考慮した放牧育成の検討が必要となろう。
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